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山
本
武
組
合
長
か
ら
の
諮
問
・
理

事
会
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
、
生
産

委
員
五
名
全
員
の
出
席
の
も
と
で
、

第
三
回
生
産
委
員
会
（
委
員
長

岩
竹
重
城
）を
開
催
し
た
。

　

理
事
会
諮
問
事
項
は
、
①
T
M
R

セ
ン
タ
ー
の
統
合
、
②
乳
用
初
生
雌

牛
買
い
取
り
事
業
。組
合
長
諮
問
は
、

③
新
婚
旅
行
特
割
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
待
遇
の
措
置
、
④
後
継
者
就
学

金
制
度
の
措
置
、
⑤
天
災
等
自
然
災

害
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
発
電
機
の
整

備
、
⑥
体
細
胞
簡
易
測
定
器
未
配
備

地
域
へ
の
配
備
を
審
議
し
、
第
十
回

理
事
会
答
申
を
ま
と
め
た
。

　

主
な
審
議
内
容
は
、
前
述
①
の

T
M
R
セ
ン
タ
ー
の
統
合
は
、
三
つ

の
構
想
案
の
中
か
ら
一
つ
の
構
想
案

を
選
択
し
、
平
成
二
十
五
年
十
月
の

統
合
を
目
指
し
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
。

　

ま
た
、
④
後
継
者
就
学
金
制
度
に

関
し
て
は
、
全
国
団
体
に
要
請
中
で

も
あ
り
、
様
々
な
視
点
か
ら
融
資
枠
の
上
限

額
を
五
百
万
円
か
ら
四
百
万
円
に
減
額
し
、

総
務
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を
進
言
す

る
よ
う
整
理
し
た
。
そ
の
他
、
⑥
体
細
胞
簡

易
測
定
器
の
設
置
に
関
し
て
は
、
高
宮
ミ
ル

ク
ボ
ー
イ
へ
の
設
置
は
見
送
り
、
南
部
地
域

へ
の
機
器
設
置
は
妥
当
と
し
た
。

※
関
連
記
事
は
、
六
ペ
ー
ジ
か
ら
の
理
事
会

報
告
を
ご
覧
下
さ
い
。

T
M
R
セ
ン
タ
ー
統
合
に
伴
う

構
想
案
を
選
定

1/23　本所会議室

1/31　広酪本所会議室

2/7　三次市・サングリーン

2/1　JAビル広島 第 3回生産委員会

第 3回総務委員会
TPP反対活動

TPP反対活動

後継者対策
就業規則を審議

　

山
本
武
組
合
長
か
ら
の
諮
問
、
理
事

会
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
、
総
務
委
員

五
名
全
員
の
出
席
の
も
と
に
第
三
回
総

務
委
員
会（
委
員
長　

鈴
木
道
弘
）を
開

催
し
た
。

　

審
議
内
容
は
、
組
合
長
諮
問
の
①
後

継
者
就
学
金
制
度
の
措
置
、
②
酪
農
経

営
移
譲
支
度
金
制
度
の
対
象
範
囲
拡
大

へ
の
要
望
、
③
服
務
規
程
の
新
設
と
、

組
合
長
諮
問
の
④
就
業
規
則
の
一
部
変

更
の
四
議
案
。
こ
れ
ら
審
議
結
果
を
受

け
て
、
第
十
回
理
事
会
の
答
申
を
ま
と

め
た
。

　

前
述
①
後
継
者
就
学
制
度
に
関
し
て

は
、
生
産
委
員
会
の
審
議
結
果
を
踏
ま

え
、
貸
付
金
の
元
本
免
除
は
行
わ
ず
、

中
央
団
体
に
要
請
中
の
基
金
創
設
な
ど

の
支
援
策
に
期
待
し
、
利
息
免
除
に
留

め
る
こ
と
と
し
た
。

※
関
連
記
事
は
、
六
ペ
ー
ジ
か
ら
の
理

事
会
報
告
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

広
島
県
畜
産
振
興
協
議
会（
瀧
口
次

郎
会
長
）は
、
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し

い
情
勢
の
中
、
畜
産
関
係
者
か
ら
幅

広
く
意
見
聴
取
を
行
う
た
め
検
討
会

を
開
催
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
T
P
P
と
中
山
間
地
域

農
業
の
振
興
対
策
を
検
討
課
題
と
し

て
、
瀧
口
次
郎
会
長
は
「
日
本
は
経

済
不
安
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
等
、
問
題
が
山
積
み
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
時
期
に
T
P
P
交
渉
を
行

う
必
要
は
無
い
。
民
主
党
内
で
も
賛

成
・
反
対
若
し
く
は
慎
重
と
分
か
れ

た
不
安
定
な
状
況
で
あ
る
。
野
田
首

相
は
三
月
上
旬
に
T
P
P
参
加
九
カ

国
に
よ
る
交
渉
会
合
を
行
い
、
今
年

十
二
月
に
交
渉
合
意
の
目
標
を
定
め

て
い
る
が
、
T
P
P
に
参
加
す
れ
ば

日
本
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
中
山

間
地
域
の
農
業
に
大
き
な
課
題
を
残

す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
国
民
が
一
致
団
結
し
て
こ
の
問
題

に
向
き
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」と

問
題
提
起
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
坂
本
和
博
専
務
理
事（
JA

広
島
中
央
会
）は
「
T
P
P
に
参
加
す

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
競
争
至
上
主
義

を
日
本
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
う
な
れ
ば
更
に
格
差
は
開
く
。
こ

れ
が
一
番
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

新
聞
で
も
や
っ
と
理
論
的
な
記
事
が

掲
載
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
国
民
は

T
P
P
の
本
質
を
見
極
め
、
地
域
に

与
え
る
影
響
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
情
勢
報
告
を
行
っ
た
。

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
と

畜
産
振
興
の
検
討
会

T
P
P
参
加
議
論
よ
り
も

優
先
す
べ
き
課
題
は
山
積
み
だ
!!

T
P
P
対
策
担
当
者
養
成
研
修
会

語
り
部
を
育
成

　

広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会（
JA
広
島

中
央
会
」）は
、
JA
グ
ル
ー
プ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
担
当
者
を
集
め
、
T
P
P
参
加
断
固
阻

止
に
向
け
た
広
島
県
内
の
取
り
組
み
報
告

と
周
知
を
目
的
に
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

小
田
政
治
常
務
理
事（
JA
広
島
中
央
会
）

は
、「
世
論
で
は
賛
成
・
反
対
が
拮
抗
し
て

い
る
。
少
し
ず
つ
情
報
が
出
て
き
た
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
真
の
狙
い
は

金
融
・
共
済
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
三
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

第
十
一
回
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
会
合
が
開
催
さ
れ

る
が
、
こ
こ
が
山
場
に
な
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
と
な
れ
ば
日
本
の
形
は
変
わ
っ
て
し
ま

い
、
ア
メ
リ
カ
の
五
十
一
番
目
の
州
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
我
々
は
断
固
反
対
を
貫
く
」と
呼
び

か
け
た
。

　

JA
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
後
、
山
場
を
迎

え
る
三
月
に
状
況
を
見
て
デ
モ
活
動
や
集

会
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
当
組
合
も
酪
農

政
治
連
盟
と
共
に
積
極
的
に
反
対
姿
勢
を

示
す
活
動
を
展
開
す
る
。

TPP交渉の今後の流れ

TPP参加 9ヵ国による交渉会合　今後の交渉作業計画を
1月中旬までに作業部会毎に立てることで合意。交渉参
加前の国とは、条文の共有は認めないとする方針を再
確認。交渉会合中は参加国以外の国と協議は行わない
ことで一致。
◆ 3月初旬：豪州で開催

TPP交渉参加入り？
（平成24年3～5月？）

～米国が求める交渉参加の入場料
（前提条件）～
自動車、牛肉、簡保等にかかる規
制撤廃

TPP交渉合意？
（平成 24 年内？）

～TPP参加 9 ヵ国が新規参加国に
求める条件～
①�既に合意した事項はそのまま受
け入れる
②野心の水準を下げない
③交渉を遅らせない

国会承認・締結
条約の締結について、国会の承認を求める。（日本国憲
法第七十三条第三号）

効力発生
他国の締結状況によっては、発行要件を満たすまでに
時間を要する場合がある。

TPP反対活動

（参加者を前に TPP 反対を訴える瀧口会長）


